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This paper discusses the issue of the deletion of Nominative case marker -ga of unaccusative 
verbs.  Kageyama (1993) claimed that the case marker can be deleted when used with unaccusative 
verbs, but not when used with unergative ones, which shows that the subject of former stays within 
VP, instead of raising to Spec, TP, and this results from the epp property of T.  Functionalists such as 
Takami & Kuno (2006) criticized Kageyama’s syntactic approach, presenting counter-examples to 
show that the deletion at issue cannot be explained syntactically, but can be explained by functionalist 
approach.  I suggest that the example sentences used in both Kageyama and T & K are ones which 
are easily influenced by discourse/pragmatics factors.  Based on a reanalysis with unambiguous 































 （2） a． 格助詞「が」格の省略 
 b． 総称PROの生起 
 c． 間接受身 
非対格主語の「が」格省略：影山（1993）vs. 高見・久野（2006）
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 （3） a． 太郎が　花子から　本を　もらった。 
 b． 太郎（が）花子  ＊ （から）　本（を）もらったよ。 
 しかしながら，格助詞がどれも同程度で省略できるわけではない 1） 。 
 　影山は，一般的な他動詞構文においては，主語よりも目的語の方が省略されることを次のよう
な例文を用いて明らかにしている。 
 （4） あの女性　（　）　知っているのは　誰ですか？ 
 （4）の括弧内は，論理的には，「を」でも「が」でも，どちらが入ってもかまわない。それぞれ
の助詞が復元された場合の解釈を英語で示せば次のようになる。 
 （5） a． Who knows the lady? ←「を」が入る場合 







 （6） 非対格動詞： 
 a． ［顔にご飯粒 　  付いて いる］の知ってる？ 
 b． ［交通事故 　  起こる ］ところ見たことある？ 
 c． あの子供，［何度でお湯 　  沸く ］か知らない。 
 d． ［田中さん 　  亡くなった ］の知らなかった。 
 e． テレビのニュースで［タンカー 　  沈没する ］ところ見たよ。 
 f． 昨日，［火山 　  爆発する ］の見たよ。 
 こられの文ではいずれも「が」格が省略されても問題はない。ここで用いられている動詞は非対
格動詞である。それに対し，非能格動詞の場合，影山は次のような判断を示している。 
 （7） 非能格動詞： 
 a． ? ＊ ［子供達 　  騒ぐ ］の見たことない。 
 b． ? ＊ ［患者 　  あばれた ］の知ってますか？ 
 c． ? ＊ ［田中君 　  仕事する ］の見たことない。 
 d．  ＊ テレビで［中核派 　  デモする ］の見たよ。 

















 （8） 他動詞の主語 
 a． 社長，［今年いっぱいで山田さんが会社を辞める］って本当ですか？ 
 b． 社長，［今年いっぱいで山田さん　会社を辞める］って本当ですか？ 





 （9） 非能格動詞の主語（竹林（2004）からの引用） 
 a． ［向こうで子供達　騒いでる］の知ってる？ 
 b． ［昨日もまた例の患者さん　あばれた］こと，ドクターに伝えました？ 
 c． ［田中君　仕事してる］の，どの会社？ 
 d． この間，テレビで，［どこかの学生さんたち　デモしてる］の見なかった？ 
 e． この間，試合に行って，［彼　活躍する］とこ見てきたよ。 
 （9）の例文は，（7）とまったく同じ非能格動詞が用いられ，文が表す内容もきわめて類似してい
るにもかかわらず，適格と判断される。 
 （10） 非対格動詞の主語 
 a．   このポットの一番のセールスポイントは，［ものの数分でお湯が 沸く ］ことで
す。 
 b． ??  このポットの一番のセールスポイントは，［ものの数分でお湯　  沸く ］ことで
す。 
 c．  ［ソウルに教会がたくさん ある ］のは世界的に有名だよ。（竹林（2004）から） 
 d． ?? ［ソウルに教会　たくさん ある ］のは世界的に有名だよ。 
 e． ［阪神タイガースに赤星が いる ］ことも知らないの？ 
 f．  ＊ ［阪神タイガースに赤星　 いる ］ことも知らないの？ 
 g． ［自分より先に子供が 先立つ  / 死ぬ ］のは，とても淋しい。 
 h． ＊  ［自分より先に子供　  先立つ  / 死ぬ ］のは，とても淋しい。 
 i．  ［熱でダイヤモンドが溶ける］なんて考えられない。 














 （11） a． 発話のモード（臨場感） 
   文全体が目に見えるシーンなどを私的感情（驚き，意外感などの感情）を込め
て述べること。（高見・久野（2006: 204）） 
 b． 情報の新旧度・重要度 






 （12） a．  ＊ ［阪神タイガースに赤星 　  いる ］ことも知らないの？ 
 b． ＊ ［自分より先に子供 　  先立つ  / 死ぬ ］のは，とても淋しい。 













 （14） a． ??このポットの一番のセールス・ポイントは，ものの数分でお湯 　 沸くことです。 




 （15） a． 社長，［今年いっぱいで山田さん 　 会社を辞める］って本当ですか？ 





















 （16） a．  昨日，太郎君　が / ＊ は　来た。 
 b． ?? 昨日，太郎君 　 来た。 
 c．  昨日，太郎君 　 来たよ。 
 （17） a．  今朝大きな地震　が / ＊ は　あった。 
 b． ＊ 今朝大きな地震 　 あった。 










 （18） A． 太郎君，花子さん，お元気ですか。 




 （19） a． 太郎 は 元気ですが，花子 　 ちょっと体をこわしています。 




唆しており，高見・久野のいう機能的説明は不十分であることを示しているように思える  2） 。 













 （20） 非対格動詞： 
 a． ［顔にご飯粒 　  付いて いる］の知ってる？ 
 b． ［交通事故 　  起こる ］ところ見たことある？ 
 c． あの子供，［何度でお湯 　  沸く ］か知らない。 
 d． ［田中さん 　  亡くなった ］の知らなかった。 
 e． テレビのニュースで［タンカー 　  沈没する ］ところ見たよ。 
 f． 昨日，［火山 　  爆発する ］の見たよ。 
 （21） 非能格動詞： 
 a． ? ＊ ［子供達 　  騒ぐ ］の見たことない。 
 b． ? ＊ ［患者 　  あばれた ］の知ってますか？ 
 c． ? ＊ ［田中君 　  仕事する ］の見たことない。 
 d． ＊ テレビで［中核派 　  デモする ］の見たよ。 
















 （22） 明日の研究会の司会は太郎が引き受けてくれることになっている。 
 文法化している証拠として加藤（2010）は「が・の」交替ができないという事実を指摘している。 















重要となる。そこで，論者は，次のような，形式名詞を用いない関係節を作例した 4） 。 
 （24） a． 太郎は，花子　すべった　大学を　受けるんだよ。 
 b． 太郎は，花子　卒業した　大学を　受けるんだよ。 
 c． あの子は，　醤油　ついたセーターを　着てるね。 
 d． あの子は，　花子　編んだセーターを　着てるね。 
 e． 田中さんは，花子　こけた場所で　つまずいたんだってさ。 
 f． 田中さんは，花子　走ったグラウンドで　練習したんだってさ。 
 g． 田中さんはね，生徒　倒れた公園に行ってみたんだって。 






 （25） 5名による文法性の判断 
a b c d e f g h
A OK OK OK ＊ OK ＊ OK ＊
B ? ＊ OK ＊ OK? ＊ OK ＊
C OK ＊ OK ＊ OK ＊ OK ＊
D ?＊ ＊ OK? ＊ ＊? ＊ OK? ＊
















統語的理由が関与していることを示すことになる 5） 。 
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